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１ 研究主題等について 

 

（１）研究主題  自律した学び手を育てる個別最適な学びの創造 

  ～メタ認知的視点での振り返りと、自己調整の機会を設定した学習活動を通して～ 

 

（２）主題設定の理由 

  本校では、学校教育目標を「『今日も学校に来てよかった』と思える学校づくり」とし、

児童が主体的に学び合い、「わかった、できた、よかった」を日々実感できる学校づくりを

目指して取組を進めている。また、本校において育成したい資質・能力を「課題発見・解

決力」「論理的思考力・表現力」「協働の力」「実践力」とし、様々な教育活動を通して育成

していくことを目指している。 

昨年度から単元内自由進度学習を取り入れた授業改善に取り組み、算数科での学習を通

して本校で育成したい資質・能力を確かな力として身に付けられるよう研究を進めてきた。

具体的には、児童自らが作成した学習計画表を活用したり、学習の場や方法等を目的に合

わせて児童が選択し、自力解決の臨めるような多様な選択肢と自己決定の場を用意したり

した。その結果、「自分で課題を設定し、計画を立て、実行する」児童の姿が見られるよ

うになった。児童・教職員アンケートや学習状況から本校で育成したい資質・能力の向上、

児童の基礎学力の定着や主体的・協働的な学びの実現を含めた授業改善に対して一定の成

果を上げることができた。しかし、学び方に対する児童自身の肯定的評価は向上している

ものの、教師の求める学び方とは差があったり、自身の取組を効果的に振り返り、次時の

学びへと生かしていく自己調整の力をすべての児童が発揮したりする段階には至ってい

ない。 

令和３年中央教育審議会の答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての

子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～」によれば、子

供一人一人が自立した学習者として学び続けていくこと、子供が自らの学習状況を把握し

主体的に学習を調整できるように促していくことの重要性が示されている。本校の昨年度

からの取組の１つである「児童自身が学びの場を選択し、自ら課題解決に向けて取り組ん

でいくこと」で自立した学習者を育成することにつながるものと考える。加えて、本校の

課題である児童自身が正しい視点（本校ではメタ認知的視点と捉えている）で取組に対す

る振り返りを行い、自己調整して次時の学びへとつなげていくことも重要である。引き続

き算数科の教科の本質である「数学的な見方・考え方」を働かせながら学習に取り組むこ

とで、課題の解決に向けて探究することにより、学びがさらに豊かで確かなものになると



考える。そこで今年度は、昨年度までの研究で児童が身に付けた力と取組を基盤としなが

ら、算数科の学習を通じて、メタ認知的視点の振り返りと自己調整の機会を設定すること

で育成すべき資質・能力をよりよく身に付けさせることにつなげていきたいと考え、研究

主題を「自律した学び手を育てる個別最適な学びの創造～メタ認知的視点での振り返りと、

自己調整の機会を設定した学習活動を通して～」として研究を進めていくこととした。 

 

（３）研究仮説 

児童が状況に応じてメタ認知的視点での振り返りを行い、自己調整の機会を設定した学

習活動を行えば、確かな資質・能力を身に付けた自立した学び手を育てることができるで

あろう。 

 

（４）研究内容 

次の２点について、これまでの取組で身に付けた力を基盤に研究を進めていく。 

 

①  「メタ認知的視点」での振り返りを学習過程に取り入れる。 

子供一人一人が自立した学習者として学び続けていくこと、子供が自らの学習状況を把

握し主体的に学習を調整できるよう、振り返りの視点やモデルを示し、自己調整力の向上

を図る。昨年度の取組の反省から、児童の自己採点がうまくできていなかったり、なぜ間

違えてしまったのかを整理・解決できないまま、計画に沿って学習を進めてしまったりす

ることもあった。ただ間違いを直すのではなく、「なぜ間違えたのか」「どうすればできる

のか」を考えることが、自己調整力の育成につながると考える。自己採点のレベルアップ

表の掲示や「メタ認知的視点」での振り返りについて教師と児童が共有の認識をもつこと

で、自己調整力を身に付けられるようにする。 

 

②  本時の終末を次時の導入につなげる学びの PDCAサイクルを意識した学習。 

昨年度の取組に学びの連続性と振り返りの視点を加え、児童が「自分で学習計画を立て、

自分で実行し、自分で振り返る。次に生かす。」学習過程を取り入れた単元構想として、

オリエンテーションで教科を学ぶ意義について確認する本質的な問いを投げかけ、児童自

身が学ぶ意義や課題を設定することができるような導入を行う。児童は一人一人が自分の

目標に沿った計画を立てる（P）。そして、課題を追究するために一人一人が学びの場を選

択して学習に取り組む（D）。まとめと振り返りを行う（C）。今後の学習活動に生かしてい

く（A）。この（C）から（A）への学びの連続性を児童に意識させることで、振り返りの充

実と児童の学びの深まりにつながっていく。 

 

 

 

 



（５）検証の方法及び指標 

 

２ 検証計画 

 

 

 

理論研究 授業研究 調査研究 

確かな資質・能力を身に付け

た自立した学び手を育てる

ための授業づくり 

・メタ認知的視点での振り返

りと、自己調整の機会を設定

した授業づくり 

メタ認知的視点での振り返りと、自己調整

の機会を設定した学習活動の充実 

① 学びの連続性を意識した単元構想 

② 児童が見通しをもって学習に取り組め

る学習計画表の活用 

③ 多様な選択肢と自己決定を生み出す学

習の場と教科学力を定着させるワーク

シート 

④ メタ認知的視点での振り返りと、自己調

整の機会の設定 

取り組んだ教科における児童の 

実態調査と分析 

・意欲 

・学び方 

・到達度 

検証方法及び指標 

・教職員アンケート ・授業観察表 

・ノート、ワークシート等 

 

・児童アンケート（4月・授業後） 

・ノート、ワークシート等 

・単元末テスト 

・学習計画表 

検証の視点 方法 検証の指標 検証の視点 時期 
① 学習計画表の活用に

よって、児童が見通し

をもち、メタ認知的視

点での振り返りによ

って自己調整を行う

ことができているか。 

学習計画表 

振り返りシート 
教師による評価 児童の記述から 

各学年の授業

計画による 

児童アンケート 児童による自己評価 肯定的評価 80％以上 

６ 月 に 実 施

後、各学年の

授業研究後に

実施 

② 多様な選択肢の中か

ら自己決定していく

場面を意図して設定

することにより、授業

のねらい及び単元の

ねらいを達成できて

いたか。 

授業評価表 
研究授業における 

相互評価 

肯定的評価３以上 

（４段階評価） 

 

ノート 

ワークシート 

学習計画表等 

ノート、ワークシー

ト、学習計画表の記

述内容 

評価基準B以上を達成

する児童の割合 80％

以上 

各学年の授業

研究後に実施 

③ 「数学的な見方・考え

方」を働かせる授業づ

くりにより、「知識・

技能」の力が生きて働

くものとして身に付

いているか。 

 

 

 

単元末テスト 学力評価 

設定点数到達率 80%を

達成する児童の割合

80％以上 

 

 

 

  

６月・９月及

び１２月に実

施 



３ 校内研修計画 

 

 

４ 公開研究の予定について 

  なし 

月  研修内容 

４ 〇研究主題・目指す子ども像について 

〇メタ認知的視点での振り返りと、自己調整の機会を設定した学習活動の充実に関わ

る取組について確認 

５ 〇児童の実態調査・分析及び考察 

〇単元内自由進度学習、メタ認知的視点での振り返りと、自己調整の機会を設定した

学習活動の充実に関わる取組について理論研修 

〇全国学力テスト問題分析 

〇学習計画表・指導案の形式、木谷版自由進度学習の取組について 

６ 〇研究授業を見る視点と協議の進め方について 

〇教材研究、学習計画表・指導案・ワークシート等の作成 

〇研究授業に向けた指導案検討（高学年ブロック） 

７ 〇研究授業及び事後指導（高学年ブロック） 

〇次回以降の研究授業について 

８ 〇教材研究、学習計画表・指導案・ワークシート等の作成 

〇NRT学力分析結果交流 

〇研究授業に向けた指導案検討（低・中学年ブロック） 

９ 〇研究授業及び事後指導（中学年ブロック） 

１０ 〇研究授業及び事後指導（低学年ブロック） 

１１ 

１２ 

〇児童の実態調査・分析及び考察 

〇紀要の作成について 

１ 〇CRT結果分析 

〇紀要の作成 

〇年間の取組の振り返りと検証 

２ 〇今年度の成果と課題 

〇来年度の研究の方向性 


